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は じ め に

貝塚市は北に大阪湾を望み、南に和泉山脈を仰 ぐ、穏やかな気候 と多 くの緑に恵まれた地域で

あ ります。このような自然環境によって豊かな土壌が育 くまれ、市域には昔か ら多 くの人々が さ

まざまな営みを繰 り返 し、多 くの文化遺産を残 しま した。

今 日残る文化遺産には地上にある神社仏閣、古文書等のほかに、地中に埋 もれた古人の生活痕

跡を残す埋蔵文化財があ ります。華やかではあ りませんが、地中に刻まれた人々の痕跡はその時

の先人達の営みを如実に語って くれる貴重な語 り部 と言 って も過言ではないで しょう。埋蔵文化

財は今日の開発によりその大半が壊されて しまう運命 にあ ります。 しか しこうした痕跡を記録す

ることによって先人の残 した歴史を明 らかに し、未来へと語 り継 ぐことがで きるものと考えます。

今回、平成12年 度中に実施いたしま した緊急発掘調査の結果を報告いた します。開発 に伴 う調

査で、大部分が非常に小規模ではありますが、現市域に住んでいた人々の生活を考える上で欠か

せない多 くの成果を得 ることがで きま した。本書を刊行す ることにより、皆 さまの文化財に対す

るご理解を深めていただ く一助 となれば幸いに存 じます。 このような一っ一っの積み重ねがパズ

ルのようにやがて大 きな歴史解明へとっなが ってい くものと考えます。

また、発掘調査ならびに本書の作成にあたり、関係各位には多大なご指導、ご協力をいただき、

深 く感謝申し上げます。今後 とも本市文化財保護行政 に対す る一層のご理解とご支援をお願いす

る次第であります。

平成13年3月31日

貝塚市教育委員会

教育長 山 本 太 三 郎



例 口

1.本 書 は貝塚市教育委員会が平成12年 度に国庫補助金を受けて実施 した、大阪府貝塚市域にお

ける埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告である。

なお、遺物整理の都合か ら一部平成11年 度調査について も掲載 している。

2.発 掘調査は平成12年4月1日 より実施 し、平成13年3月31日 に終了 した。

調査担当は以下の通 りである。

平成11年 度調査 貝塚 市教育委員会教育部社会教育課文化財係

前川浩一、上野裕子、木嶋崇晴

平成12年 度調査 貝塚市教育委員会教育部社会教育課文化財係

前川浩一、三浦 基、上野裕子

3。 本書の執筆 は各調査担当者が行い、編集は上野が行 った。

4.図6～23の 調査図面にっいて は、調査地位置図は縮尺1/5,000、 方位が座標北を上に統

一 している
。また、調査区位置図の方位は磁北を示 している。

5.出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会にて保管 している。



目 次

は じめに

例 言

目 次(本 文 目次、挿 図 目次、 図版 目次)

第1章 平成12年 発掘調査 の概要1

第2章 調 査 結 果

1貝 塚寺 内町遺跡7

1999-67区 、2000-6区 、2000-16区 、2000-17区 、2000-31区 、

2000-34区 、2000-41区 、2000-46区 、2000-48区

1沢 城 跡1999-69区 、2000-25区15

皿 沢新 開遺跡2000-8区17

1V澱 池 遺 跡2000-20区18

V土.生 遺 跡1999-61区19

VI地 蔵堂廃寺1999-66区20

W名 越 遺 跡2000-12区 、2000-22区21

1皿 清 児 遺 跡2000 -47区23

工Xま と め24



挿 図 目 次 図 版 目 次

図1貝 塚 市 遺 跡 分 布 図

図2調 査 地 位 置 図(S=1/10,000)

図3調 査 地 位 置 図(s=i/10,000)

図4調 査 地 位 置 図(S=1/10,000)

図5貝 塚 寺 内 町遺 跡 調 査 地 位 置 図(S=1/5,000)

図61999-67区

図72000-6区

図82000-16区

図92000-17区

図102000-31区

図112000-34区

図122000-41区

図132000-46区

図142000-48区

図151999-69区

図162000-25区

図172000-8区

図182000-20区

図191999-61区

図201999-66区

図212000-12区

図222000-22区

図232000-47区

図版1貝 塚 寺 内町遺跡(2000-17区)

1.調 査区全景

2.SX-2(井 戸)

図版2貝 塚寺 内町遺跡(2000-31区)

1.調 査 区全 景

2.北 西側 断面

図版3貝 塚 寺 内町遺跡(2000-46区)

1.調 査区全景

2.北 東側断面

図版4澱 池遺 跡(2000-20区)

1.第1区 全 景

2.第1区 南西側断面

図版5澱 池遺跡(2000-20区)

1.第2区 全景

2.第2区 北東側 断面

図版6土 生遺跡(1999-61区)

1.ト レンチ1全 景

2.流 路部 分断面

図版7土 生遺跡(1999-61区)

1.ト レンチ2全 景

2.遺 物 出土状 況

図版8名 越 遺跡(2000-12区)

1.調 査 区全景

2.南 東 側断面

表 目 次

表1平 成12年 国庫補助事業一覧

(平成12年1月 ～12月)



第1章 平成12年 の調査概要

平成12年 は埋蔵文化財発掘届 出書等提出数227件 、遺跡外試掘調査依頼24件 を数える。届出

数は平成11年 と比較す ると42件減少 している。

開発内容にっいては、ガス、水道、下水道等の公共事業を除 くと個人住宅建築 ・増改築による

ものが83件 と圧倒的に多い。次いで分譲住宅建築 とそれ に伴 う宅地造成によるもの44件 が続 く。

規模の小さな開発が主体で、様々な要因があげ られるが主に不況の影響によるものと考え られ る。

大規模店舗、共同住宅等の開発は例年 と比較 して数少な く届出数の20パ ーセ ントに満たない。

発掘調査は届出に関わ る確認調査50件 、立会調査56件 を実施 した。この うち国庫補助対象 とな

る個人住宅建設に伴 う調査は18件 である。調査を実施 した遺跡は27遺跡である。13件 の調査を行

った貝塚寺内町遺跡をは じめとして、沢城跡、沢新開遺跡等市域海岸部の南海電鉄か ら府道堺阪

南線にかけての一帯 に集中している。南海電鉄 より南東の中位段丘上では各遺跡に1～2件 の調

査を実施 している。遺跡外の試掘調査は16件 を実施 した。その うち1件 については千石堀城跡の

遺跡範囲拡大登録を行った。

遺 跡 名 調査番号 遺跡略号 開 発 地

(平成11年 度)

1 土 生 遺 跡 99-61 m 久 保509-3の 一 部

2 地 蔵 堂 廃 寺 …. GZZH 地蔵 堂251の 一部

3 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 99-67 JN 中934

4 沢 城 跡 99-69 SJ 沢659-1、-2の 一 部

(平成12年 度)

5 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-6 JN 南 町1195-4

6 沢 新 開 遺 跡 !11 ss 沢1046-1、3

7 名 越 遺 跡 2000-12 NG 清 児358-5、358-1

8 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-16 JN 北 町503、504、507

9 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-17 JN 中844

10 澱 池 遺 跡 2000-20 TI 澤635-1、643-2

11 名 越 遺 跡 2000-22 NG 名 越207-2

12 沢 城 跡 2000-25 SJ 浦 田134

13 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-31 JN 中字 感 田1546-5

14 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-34 JN 南 町1142-3

15 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-41 JN 南 町1354-8

16 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-46 JN 南 町659-7

17 清 児 遺 跡 2000-47 SG 麻生 中750-1

is 貝 塚 寺 内 町 遺 跡 2000-48 JN 西 町729

表1平 成12年 国庫補助事業一覧(平 成12年1月 ～12月)
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3,沢 遺跡5.長 楽寺跡7.(国 史跡)地 蔵堂丸山古墳8 .地 蔵堂廃寺9下 新出遺跡10.秦 廃寺15.麻 生 中

新池遺跡19.泉 州麻生塩壺出土地20.堀 遺跡21.橋 本遺跡22貝 塚寺内町遺跡23,加 治 ・神前 ・畠中遺跡24

明楽寺跡25.沢 共同墓地遺跡26.沢 西出遺跡28.沢 城跡29.新 井 ・鳥羽遺跡30.新 井 ノ池遺跡31.半 田遺跡

32。 麻生中遺跡34.澱 池遺跡35.積 善 寺城跡36.清 児遺跡51.窪 田遺跡 ・窪田廃寺55.槍 ヶ谷城跡56.半 田

遺跡(清 児地区)57,堤 遺跡58.小 瀬五所山遺跡59.石 才遺跡60.王 子遺跡61.土 生遺跡64,海 岸寺山遺跡

66.脇 浜遺跡67.今 池遺跡70.石 才南遺跡71 .名 越遺跡72.地 蔵堂遺跡73.名 越西遺跡75.新 井 ・鳥羽北遺

跡78.沢 西遺跡79.王 子西遺跡80.津 田遺跡82.福 田遺跡86.麻 生 中出口遺跡87.小 瀬遺跡88.堤 三宅遺

跡89.沢 新開遺跡91.堀 新遺跡93.麻 生中下代遺跡94.堀 秋毛遺跡95.半 田北遺跡96.沢 老 ノ塚遺跡97.

東遺跡102.津 田北遺跡103.久 保遺跡109.窪 田ハマデ遺跡110.海 塚遺跡111.脇 浜川端遺跡

図1貝 塚 市 遺 跡 分 布 図
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図2調 査 地位置図(S=1/20,000)
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図3調 査地位 置図(S=1/10,000)
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図4調 査地位 置図(S=1/10,000)
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図5貝 塚寺 内町遺跡調 査地位置図(S=1/5,000)
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第2章 調 査 結 果

1貝 塚寺内町遺跡

貝塚寺内町遺跡は貝塚市北西部の大阪湾に面 した場所に位置する。中世に成立 し江戸時代を通

じて願泉寺を中心に栄えた都市遺跡である。遺跡は紀州街道をはさんで海抜2～3mの 砂堆部か

ら中位段丘端部にかけて広がり、北を北境川、南を清水川に区切 られた南北800m、 東西850mを

測る範囲である。

発掘調査は平成4年 度より本格的に実施するようになり、遺跡の大まかな状況が明らかにな り

っっある。調査では中位段丘下の紀州街道沿いに16～17世 紀代の遺構、遺物が集中す る一帯があ

り、寺内原集落の可能性が高い。その後、海抜2mの 砂堆部～段丘上へと広が りをみせ る。

1999-6了 区の調査

本調査を実施 したのは貝塚市中934で ある。

調査は調査地西側に、南北方向、約1.5×3mの 調査区を設定 し実施 した。調査区内には5層

の土層が堆積 していた。上か ら順に盛土(第1層 、層厚約0.4m)、 暗黄褐色粘質土混粗砂(第2

層、層厚約0.2～0.3m)、 紫灰色砂礫混粗砂(第3層 、層厚約0.1～0。2m)、 黄灰色砂礫混粘質土

(第4層 、層厚約0.2m)、 暗紫灰色炭混粘質土(第5層 、層厚約0.25m)で ある。地山は灰色砂礫

で、現地表面より約1.2mで 検出 した。

第1層 は現代の瓦等を多 く含み、既存建物解体時の土 と思われる。第2・4層 は土間層、第3

・5層 は整地土である。生活面は断面観察により2面 確認 した。1面 は第4層 上面である。第4

層 は粘質土で固く締まっている。上面はまっす ぐ平 らである。2面 は第2層 上面 と思われるが、

図61999-6了 区
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上層の盛土時に攪乱 されている。 しか し堆積土中に粘質土ブロック等を多 く含み、塊部分を観察

すると固 く締まっているため、土間層であった可能性は高いと判断 した。第5層 は炭等を含むが

締まりがな く、他所か ら土を運んで整地 した ものと考え られる。

遺物 は5層 より和泉音羽焼土瓶、肥前系磁器が出土 した。いずれも幕末～明治期のものである。

その他盛土 より肥前系磁器、瓦、土師質土器等が出土 している。

地山上面には遺構、遺物は確認できなかった。

調査では2面 の生活面 とそれに伴 う整地の状況が明 らかにされた。まず地山に排土を盛り生活

面を築 き、その後に整地を新たに行い既存の建物を建てていた と考えられる。いずれも出土遺物

は明治期以降のもので、調査地の開発が明治以降に行われた ことが確認された。(上 野)

2000-6区 の調査

本調査を実施 したのは貝塚市南町1195-4で ある。

調査 は調査地中央に、東西方向、1.5×7.3mの 調査区を設定 し実施 した。調査区内には7層 の

土層が堆積 していた。上か ら黄灰色細砂(第1層 、層厚0.2～0.3m)、 灰色細砂混粘質土(第2

層、層厚0.1～0.2m)、 灰黄色細砂(第3層 、層厚0.1～0.2m)、 黄褐色砂礫混細砂(第4層 、層

厚0.3m)、 にぶい黄色細砂～中砂(第5層 、層厚0.3m)、 青灰色粘土(第6層 、層厚0.1m)、 褐

灰色細砂(第7層 、層厚0.1～0.2m)で ある。地 山はにぶい黄橙色細砂で、現地表面より約1m

で検出 した。

第2層 、第6層 は粘質で固 く締まった土間層である。第6層 の上には礎石を確認 した。その他

の層は整地層である。第3、4、5層 は大 きく3層 に分類 したが、水平堆積ではな く、5-4-

3層 の順 に入れた一括の整地層である。

生活面としては、2層 上面、6層 上面、地山上面が考えられる。第6層 の直下か ら江戸期の土

歩

道

道

路

A

T.P.=3.533m

1:黄 灰色2.5Y5/1細 砂

2:灰 色5Y4/1細 砂 混粘 質土

3:灰 黄色2.5Y5/2細 砂

4:黄 褐 色2.5Y5/4砂 礫混 細砂

5:に ぶ い黄色2.5Y6/3細 砂 ～中砂

6:青 灰 色5PB5/1粘 土e土 間

7:褐 灰 色10YR4/1細 砂

地山:に ぶい黄橙 色10YR6/4細 砂

図72000-6区
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師器皿 が出土 して い ること、直上 の第5層 か ら18世 紀 代 の青磁 染付筒形碗が 出土 して いるこ と等

の理 由 によ り、第6層 は江戸時代 の建物 と考え られ る。第2層 は直上 の第1層 か ら近代の瓦片や

陶磁器 類が 出土 してい るこ とか ら、調 査地 内の前建物 に伴 うものであ る。地 山上面か らは遺構等

は検 出で きなか ったが 、周囲 の状 況や紀州街道 に面 した立地 か ら宅地で あ った可能性 は高 い。遺

物 は1層 よ り瓦、 陶器て5層 よ り青 磁染付筒形碗 、7層 よ り土 師器皿が 出土 した。(上 野)

2000-16区 の調査

本調 査を実施 したのは貝塚 市北 町503、504、507で あ る。

調査 は調査地東側 と西側 隣地 の中央 に、 それ ぞれ南北方 向、1.5×5.7m、1.3×6.4mの 調査 区

を設 定 し実施 した。調査区 は前 者を第1区 、後 者を第2区 と した。

調 査区 内は盛土(第1層 、層厚0.2～0.3m)、 既設建物解体 土(第2層 、層厚0.1～0.3m)の 下

に2面 の生活面(第1区:第3層 、第6層 、層 厚約0.1～0.4m、 第2区:第4層 、第12層 、層厚

約0.1m)と 、 それ に伴 う整地層(第1区:第5層 、第7～8層 、層厚 約0.2～0.35m、 第2区

:第5～11層 、第13層 、層厚0.2～0.8m)が 堆 積す る。地 山 はにぶ い黄 色細砂で、現地表面 よ り

「A

凰
LA'

第1区

＼

S=1/400

B

第2区LB'

道 路

図82000-16区

1:盛 土

2:黒 褐色10YR2/2土

3:浅 黄色2.5Y7/4細 砂

4:黄 灰色2.5Y5/1細 砂 混粘質 土=土 間

5:灰 黄色2.5Y6/2細 砂 ～砂礫 混粘質土

6:に ぶ い黄 色2.5Y6/4細 砂

7:灰 黄色2.5Y6/2細 砂 混粘質 土

8:に ぶい黄色2.5Y6/4細 砂～極 細砂

9:灰 黄色2.5Y6/2細 砂

10:灰 色N4/0粗 砂～砂 礫混 粘質土

11:褐 灰 色10YR6/1細 砂～ 極細砂

12:明 黄 褐色2.5Y6/6細 砂 混粘質土=土 間

13:灰 色5Y5/1粗 砂

14:盛 土

15:黒 褐色10YR2/2土

16:淡 黄色 粘土 と炭層 の混在土

17:浅 黄色2.5Y7/4細 砂

18:灰 色N4/0粗 砂～ 砂礫 混粘質 土

19:灰 掲色10YR6/2細 砂 混粘 質土

20:に ぶ い黄色2.5Y6/4砂 礫混細 砂

21:に ぶ い黄 色2.5Y6/4粗 砂～砂礫

地 山:に ぶ い黄色2.5Y6/3細 砂
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1.5～1.7mで 検出 した。

第1区 、第2区 ともに、第1面 の生活面は表土直下で検出 した。いずれ も既設建物に伴 う生活

面と考えられる。第1区 ・第3層 は炭、煉瓦片を含み、明治以降の火災層と考えられる。第1区

の既設建物は昭和初期に建て られたものである。第2区 ・第4層 上面では礎石を検出 した。礎石

はほぼ現道路と直交する方向である。第2区 の既設建物は大正頃建て られた ものである。上面か

ら瓦数点が出土 した。なお、第1区 か ら第2区 の間には約150年 前に建てられた建物があった。

したがって、第1面 は概ね幕末～昭和初期の生活面と考え られる。

第1面 と第2面 の間には0.2～0.8mの 厚い整地層が堆積す る。第1区 、第2区 ともに類似 した

土であり、同時期の整地層 と考え られる。

第2面 にっいては、出土遺物がな く、時期不明である。 しか し、幕末の面より下層 にあること

か ら、確実に江戸期にさかのぼるものであろ う。第2面 に伴 うものとして、地 山上面 より層厚

0.2～0.4mの 整地が行われている。周囲の建物との関係や地盤の脆弱さなど、何 らかの理由で整

地が必要であったと思われ る。(上 野)

2000-1了 区の調査

本調査を実施 したのは貝塚市中844で ある。

開発計画に基づ き1.5m×7.5mの 調査区を設定 して実施 した。層序は盛土(0.4m)、 一部分で

褐色粗砂混 じり細砂層(0.2m)で 灰白色土の地山となる。

遺構 は、北隅で直径1.1mの 廃棄土坑、中央部で0.9m×0.9mの 方形井戸を検 出 した。 遺

物は土坑か ら近世後半の陶磁器、瓦が出土 し、井戸の埋め戻 し砂か ら、瓦が出土 している。この

ことによ り、本調査地は近世後半以降の開発時に上面を削平 して整地を行い建物を建てているこ

とがわかった。

S=1/400
道 路

A'

T.P.=9.263m

1:攪 乱 盛土

2:褐 色 粗砂混細 砂

3:黄 褐 色中粒砂=SX-2埋 土

4:暗 灰 黄色中粒 砂混土=SX-2埋 土

地 山:灰 白色粘土

図92000-17区
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また、撹乱土 か らは、銅銭2枚 、椀形滓が 出土 して お り、特 に椀形滓 は鍛冶作 業 に伴 って出 た

鉄滓であ り、周辺 部分 に鍛冶 工房があ った ことが考え られ る。(三 浦)

2000-31区 の調査

本調 査を実施 したの は貝塚 市中字感 田1546-5で あ る。

調 査 は開発 予定 地西 側 に1.8×4m、 南北 方 向 の調 査 区を設 け て行 った。調 査地 に は7層 の

土層 が堆 積 して い た。上 か ら現代 整 地土(第1層 、層 厚0.2m)、 褐灰 色砂質 土(第2層 、層

厚0.06～0.08m)、 緑灰色粘 質土(第3層 、層厚0.05m)、 灰黄 色砂礫 混土(第4層 、層 厚0 .05

m)、 地 山ブ ロ ック含黄褐色砂 礫混土(第5層 、層厚0 .05～0.08m)、 灰 黄褐色砂礫混土(第6

層 、層 厚0.06～0.15m)、 暗灰 色砂質土(第7層 、層厚0.06～0.08m)で あ る。地 山は黄 色砂礫

で現状地 盤 よ り一〇.5mに て検 出 した。周辺 で は地 山面 に粘土層が堆積 してい るが、調査地 で は

砂礫層 が露出 し、全体 が大 き く粘土 採掘の ため削平を受 けてい る。地 山上面 にて土 坑2基 を検 出

した。土坑 はSK-1が 幅0.6m、 長 さ0.8m、 深 さ0.05～0.2m、SK-2が 幅0 .2m、 長 さ0.6

m、 深 さ0.05mを 測 る。 暗灰 色土、灰 黄褐 色粘質土 、地 山粘土 ブ ロ ックの混在土を埋土 と し、下

面 は凹凸が あ るため、粘土採 掘の一部 と考 え られ る。SK-1よ り土 師質土器1点 が 出土 した。

第7層 は下面 に踏 み込み痕が認 め られ、耕 作土で あ る。その後 、第6層 によ り整地が行 われ、

第3～5層 で宅地化 す る。第3層 は土間で あ る。遺物 は出土 して いないが、周 辺で は、調査 に よ

って19世 紀代 に宅地化 が進んで い ることが わか って い るため、同 じ時期 の もの と思われ る。 第1 、

2層 は現代 の宅地 に伴 う整 地土で あ る。(上 野)

図102000-31区

2000-34区 の調査

本調査 を実施 したのは貝塚 市南町1142-3で ある。

調査 は開発地駐車場部 分 に1.6m×1mの 規模の調査 区を設定 し、 深 さ約1.3mま で掘 削を行 っ

た。層序 は上層 か ら、撹 乱 ・盛土(0.6m)、 にぶ い黄 色粘土 ブ ロックま じり土(第2層)、 浅黄
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色砂(第3層)、 にぶい黄色粘土ブロックまじり土(第4層)、 黄色砂(第5層)で 地山まで掘削

することはで きなかった。

遺構 は掘削面積が狭いため検出できなか ったが、第2層 、第5層 は黄色粘土ブロックを含む整

地層 と考えられ、地盤が砂地であるために整地を行ったことがわか る。遺物は、18世 紀後半～幕

末 ・明治にかけての陶磁器、瓦、 レンガが出土 した。

今回の調査では、出土遺物か ら少なくとも18世紀後半には整地を行 っていることが明 らかとな

った。(三 浦)

図112000-34区

2000-41区 の調査

本調査を実施 したのは貝塚市南町1354-8で ある。

調査は開発予定地に3.5×17mの 調査区を設けて行った。調査区には既設建物解体土の下に5

層の土層が堆積 していた。上か ら暗灰黄色砂礫混細砂(第2層 、層厚0.1m)、 明黄褐色粘質土

(第3層 、層厚0.05m)、 黄灰色細砂(第4層 、層厚0.1m)、 明黄褐色粘質土(第5層 、層厚0.05

m)、 褐灰色細砂(第6層 、層厚0.1～0.2m)で ある。

第3層 と第5層 は土間層である。第2層 、第4層 、第6層 は整地層である。第6層 は第5層 土

間に伴 う整地層で固 く叩き締められている。第4層 は第3層 土間に伴 う整地層である。遺構は第

6層 上面より掘 り込まれた、幅0.9m、 深さ0.3mを 測 る溝状遺構を確認 した。遺物は第6層 より

18世紀中頃～後半の肥前系染付、肥前系青磁、銭貨、第4層 か ら19世紀の肥前系染付が出土 した。

以上の ことか ら調査地 は18世紀中頃～後半に宅地化され、19世 紀代か ら現代にかけて宅地となっ

ていた ことが判明した。また土間層 は調査区北東側にのみ堆積 し、整地層も北東側の方がよく締

まっていることか ら建物は北東に建て られ、南西側は庭であったと考え られる。(上 野)
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T.P.=2.685mA

図122000-41区

1:解 体土

2:暗 灰 黄色2.5Y5/2砂 礫混細砂

3:明 黄褐 色2.5Y7/6粘 質土=土 間

4:黄 灰色2.5Y4/1細 砂

5:明 黄褐 色2.5Y7/6粘 質土=土 問

6:褐 灰色7.5YR4/1細 砂

7:灰 黄褐 色10YR5/2細 砂

地 山:浅 黄 角2.5Y7/4細 砂 ～極細砂

2000-46区 の調 査

本調査 を実施 したの は貝塚 市西 町659-7で あ る。

調査 は建物建設 予定地 に1.5×9mの 調 査区を設定 して行 った。調査 区 は層 厚0.2～0.3mの 既

設 建物解体土 を取 り除 くと、土間層、整地層(層 厚0.05～0.15m)が 約20層 重な って堆積 し、各

整地層 か ら陶磁器、土 師皿、 瓦等が 出土 した。

断面 観察 によ り最低9面 の生活面 を確認 した。第1面(第2、3、17層 上面)、 第2面(第4層

上面)、 第3面(第5、6、18層 上面)、 第4面(第7、19層 上面)、 第5面(第8、3、20層 上面)、

第6面(第10～13層 上面)、 第7面(第14層 上面)、 第8面(第31層 上面)、 第9面(地 山上面上

面)で あ る。地 山はにぶ い黄色細砂 ～極細砂 で、現状地 盤よ り約1.4mで 検 出 した。

第1面 は既設建物 の土蔵土 問層で あ る。以下 の面 は出土 遺物 によ り第2～5面 が19世 紀代、第

6面 が18世 紀後半、第7～9面 が18世 紀 以前 の年代 が与 え られ る。

各生 活面で は断面観察 によ り、第3面 で土坑4基 、第4面 で土坑1基 、 建物礎 石、第5面 で土

坑1基 、第7面 で土坑1基 、第8面 で土 坑1基 を確 認 した。 これ らの土坑 はいず れ も廃棄土坑 と

考 え られ る。

特 に第3面 で検 出 した土坑(SK-1)は 幅約1.7mを 測 る円形で、深 さは1.5mで 地 山上面 ま

で達 していた。埋土の 中か ら大量の 瓦、漆喰片等が 出土 し、建物等を解体 した後 の廃 棄土坑で あ

ると考 え られ る。 また、第1、3、4、7面 で は焼 土層(第4、5、7、14層)が 堆 積す る。焼

土層 は火災 によ る もの と考 え られ、調査地 で は火災 等が度 々発 生 して建物が焼失 した ことが判 明

した。 また、 建物 消失後 は整地 を繰 り返 して生活面 を築 いていた。(上 野)
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図132000-46区

2000-48区 の調査

本 調査 を実施 したのは貝塚市 西町729で ある。

調 査 は建物律 設予定地 に、1.2×5.5mの 調査 区を設定 して実施 した。調査 区内に は既設 建物 解

体土 の下 に12層 の土層が堆 積 していた。上か ら順 ににぶい黄橙色粘 質土(第2層 、層厚0.1～0.2

1:解 体土

2:に ぶい黄橙 色10YR6/3粘 質土=土 間

3:淡 黄色2.5Y8/3細 砂～極細 砂

4:明 黄 褐色2,5Y7/6粘 土 ブロ ック混

にぶい黄色2.5Y6/3粘 質土

5:灰 色N5/0砂 礫混粘質 土=土 聞

6:黄 色2.5Y8/6細 砂 ～極細砂

7:褐 灰 色5YR4/1砂 礫混 粘質土

8:暗 紫 灰色5P3/1砂 礫混粘質 土

9:青 灰 色5PB5/1粘 質土=土 間

10:灰 赤 色10R4/2粘 質土=焼 土 層

11:紫 黒 色5P2/1粘 質 土=土 間

12:暗 赤 灰色10R4/1極 細 砂

13:赤 黒 色10R2/1粘 質土=土 間

道 路

O
S=1/400 井 戸

図142000-48区
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m)、 淡 黄色細砂～極細 砂(第3層 、層厚0 .1m)、 明黄 褐色粘土 ブ ロ ック混 にぶ い黄色粘 質土(第

4層 、層 厚0.1m)、 灰 色砂礫混粘質土(第5層 、層厚0 .05～0.1m)、 黄色細砂～極細砂(第6層 、

層 厚0.1m)、 褐 灰色砂礫 混粘質土(第7層 、層厚0.1～0.2m)、 暗紫灰 色砂礫混粘質土(第8層 、

層厚0.1～0.2m)、 青灰色粘質 土(第9層 、層厚0.1～0.15m)、 灰 赤色粘 質土(第10層 、層厚0 .1

～0 .15m)、 紫 黒色粘質土(第11層 、層厚0.04m)、 暗赤灰色極細 砂(第12層 、層厚0 .1～0.2m)、

赤 黒色 粘質土(第13層 、層厚0.04m)で あ る。 第2・5・9・11・13層 は土 間層 、第3・4・

6・7・8・10・12層 は整地層 である。生活面 は各土 間層上面 で確 認 した。

遺物 は第6層 よ り肥 前系磁器、第10層 よ り瓦、肥 前系磁器、第12層 よ り陶器 、瓦が出土 した。

第2層 は既 設建物 に伴 う層で ある。 出土 遺物 によ り第3～10層 までが19世 紀 、第11層 以下 は18

世 紀後半以前 であ る と考 え られ る。

地 山 は明黄褐 色細砂～極細 砂で、現地表面 よ り約1.1mで 検 出 した。(上 野)

H沢 城 跡

沢城跡 は近木川左岸の中位段丘上に位置す る。南海電鉄二色の浜駅北側一帯の南北500m、 東

西420mが 遺跡の範囲である。沢城は 「浜の古城」と呼ばれ、天正13年(1585)の 豊臣秀吉による

根来攻めの際、雑賀衆6000人 が立て籠 もった とされる。

従来の発掘調査では奈良時代から中世、近世にかけての遺構、特に13～15世 紀にかけての掘立

柱建物数棟を検出し、沢村の集落域が広が っていたことが判明 した。また、沢城は沢村を濠によ

り取 り囲んで城としていた らしく、調査では南東側と南西側の濠を検出している。

1999-69区 の調査

本調査を実施 したのは貝塚市沢659-1、-2の 一部である。

工事計画に基づ き浄化槽部分の調査を行 った。基本層序は第1層:盛 土(層 厚0.5m)、 第2層

図151999-69区
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:灰 色 土 の旧耕 作土(層 厚0.1m)、 第3層:褐 灰 色土 に黄褐色土 が混 じる(層 厚0.1m)で 、 地

山は明黄褐色砂 礫土 と灰 白色砂礫土 で ある。

第2層 は旧耕作 土で あ り、 申請地 隣地の畑 とほぼ同 じ高 さで あ る。第3層 は近世 の耕作土層 と

考 え られ る。遺 物 は出土 していない。地 山上面 で一 部検 出作業 を行 ったが 遺構 はなか った。近 世

期 に土 地 の削平 が行われ た と考 え られ る。(木 嶋)

2000-25区 の調 査

本調 査 を実施 したの は貝塚 市浦 田134で あ る。

調査 は調査地 中央 に南北方 向、2×11.5mの 調査区を設定 して行 った。

調査 地 には盛 土(第1層:層 厚0.3～0.4m)、 褐 灰色土(第2層:層 厚0.05～0.1m)が 堆積 し

ていた。地 山は灰 白色粘土 で、現状地盤 よ り0.4～0.45mで 検 出 した。

地 山上面で は溝状遺構1(SD-1)、 土坑1(SK-2)を 検 出 した。

SD-1は 輻 約3.5mを 測 り、方 向 は北 よ り約45° 西へ振 ってい る。深 さは0.1～0.2mで 、埋

土 は黒褐色砂礫 混粘質土、灰黄褐 色粘土で あ る。遺物 は瓦、瓦器 、土 師器 が出土 した。 中世 以降

の もの と考 え られ る。

SK-2は 調 査区外 に広が るが、南北1m、 東西1.4mを 検 出 した。平 面形 は隅丸方 形に復元

で きる。深 さは約0.2mで 、埋土 は上層が 明黄褐色細砂、下層 が暗紫灰色 砂礫混粘質土 であ る。

遺物 は瓦、瓦器 、肥前系磁器 が出土 した。18C中 頃の もので あ る。

調査 地東側 の宝蔵寺で は、 寺院小 堂建て替 えに伴 う発掘調査 で、沢城 の濠跡 と考 え られ る溝を

検 出 して いる。 今回の調査 区は近 接 した位置 にあ り、濠跡 を検 出す る ことが期待 された。調査で

図162000-25区

1:盛 土

2:褐 灰 色10YR4/1土

3:黒 褐 色10YR3/2砂 礫混粘 質土

4:灰 黄 褐色10YR5/2粘 土

5:明 黄 褐色10YR6/6細 砂

6:暗 紫灰色5P3/1砂 礫混粘 質土

地山:灰 白色粘 土
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はSD-1が それに続 くもの と考え られたが、規模、方向等若干異なり、濠とは別の浅い溝、も

しくは粘土採掘坑等であると考え られ る。方向か ら考えて、宝蔵寺調査時の溝と同一の遺構は調

査地より更に南側に検出されるものと考え られ る。 ・(上 野)

皿1沢 新 開遺跡

沢新 開遺跡 は近 木 川河 口部 か ら約500m上 流 の左 岸 に位 置 して い る。 近木 川河 口部 の 開発状

況 を把握 で き る重要 な地点 で あ り、平 成4年 度 に新規 登録 した 遺跡 であ る。遺跡 の範 囲 は南北

150m、 東 西150mで あ る。

2000-8区 の調査

本調査 を実施 したのは貝塚 市沢1046-1、3で あ る。

調査 は調 査地 北側 に、 南北方 向、1.5×2.8mの 調査 区を設定 し実施 した。

調 査区 には、盛土(第1層 、層 厚0.3～0.4m)、 現 代耕土(第2層 、層 厚0.1～0.2m)の 下に

褐灰色 土(第3層 、層厚0.1～0.15m)、 褐灰 色砂礫混粘質土(第4層 、層厚0.1～0.2m)の 近世

の耕作 土が堆積 してい る。 その下 は青 灰色砂礫 含中砂～細砂(第5層 、層厚0.2m)、 灰黄褐色粗

砂(第6層 、層厚0.2～0.3m)、 黄灰 色0.5～1cm大 の粗砂～ 砂礫(第7層 、層厚0.1m)、 灰黄褐

色拳大 の礫含粗砂～ 中砂(第8層 、層 厚0.2m)が 堆 積 してい る。現地表面 よ り1.3～1.4mで 、

灰褐色拳 大の礫含砂礫 層を検 出 し、以 下同層が続 く。 これ らの砂 及 び砂礫層 は近木 川氾濫 による

流路堆積 と考え られ る。遺構、遺物 は検 出 しなか った。

この よ うな状況 は調 査地北側 の沢 市営住宅建設 時の調査 や99-62区 の調査 で も同様であ る。今

回の調査 に より、一帯 は近木川の影響 を受 け、近世 まで耕作地 の開発を受 けなか った ことが判 明

した。(上 野)

A

1:盛 土

2:灰 色土

3:褐 灰 色土

4:褐 灰色細 砂混粘 質土

5:青 灰色 砂礫混 中砂～細 砂

6:灰 黄褐 色粗砂

7:黄 灰色粗 砂～砂 礫

8:灰 黄褐 色粗砂～ 中砂

9;灰 黄色 極細砂

地 山:灰 褐 色砂礫

＼

rA

調 査 区LA'

h

一s=i/400

図172000-8区
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]V澱 池 遺 跡

澱池遺跡は沢城跡 と同 じ近木川左岸の中位段丘上に位置する。南海電鉄二色の浜駅南東側一帯、

澱池の周囲に広が り、南北350m、 東西350mが 遺跡の範囲である。

従来の発掘調査では13世紀代の掘立柱建物、井戸等を検出 している。

また、1983年 の調査では申世の耕作層か ら貨泉が出土 し、平成11年9月 に市指定文化財とな っ

ている。

2000-20区 の調査

本調査を実施 したのは貝塚市沢635-1、634-2で あ る。

調査は調査地東側に、東西方向、1.5×6mの 調査区と南北方向、1.5×6mの 調査区を設定 し、

前者を第1区 、後者を第2区 として実施 した。調査区内には既設駐車場のアスファル ト(第1層 、

層厚0.05m)、 駐車場造成盛土(第2層 、層厚0.7～0.75m)、 現代耕土(第3層 、層厚0.05m)

が堆積 している。第3層 か ら肥前系白磁が出土 した。現代耕土直下、現地表面 より0.8mで 黄色

粘土の地山を検出 した。第2区 は造成時の地盤改良により、盛土直下で地山となる。

地山上面で検出 した遺構は埋土が現代耕土 と異なるため、上層には中世～近世の耕作層が堆積

していたと思われ る。また、遺構深度は浅いものが多 く、現代耕土堆積前に土取 りが行われたと

図182000-20区
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考え られ る。

第1区 で は溝1条 、鋤溝数条 を棟 出 した。溝SD-1は 南東 ～北西方 向の溝で、幅0.4～0.5m、

検 出長3m、 深 さ0.05～0.1mを 測 る。埋土 は暗赤灰 色粘質土 であ る。鋤溝 は南東～北西方 向の

もの と、 これ に直交す る ものが あ る。埋 土 は灰色土 であ る。

第2区 で は土坑1基 、溝2条 、鋤 溝を検 出 した。土 坑SK-2は 不 整形で 、埋土 は褐灰色土 に

地 山の黄色粘土 ブ ロックを含む。深 さは0.05～0.1mで あ る。 その形 状か ら粘土 採掘坑の可能性

が あ る。 溝SD-3とSD-4は 北東～南西方 向の溝 で、幅約0.3m、 深 さ0.1mを 測 る。埋土 は

褐 灰色土 であ る。埋土、 方向、形状が類似 してお り、 同一遺構で あ る可能性が高 い。鋤溝 はSD

-3 、SD-4に 平行 し、埋土 も同 じで ある。

第1区 、第2区 の鋤溝 、SD-3、SD-4の 埋土 はいずれ も類似 し、同 じ時期 の ものであ る。

SD-3よ り瓦器 、土師器が 出土 してお り、 中世 の耕 作 に関係す る遺構 であ る。SD-1は 他 と

埋土 が異な り、周辺 の調査事例 と比 較 して、 中世以前 の遺構 であ る可能性が 高い。(上 野)

V土 生 遺 跡

土生遺 跡 は津 田川右岸 に位置す る。 国道26号 線 とJR阪 和線 の間にあ り、岸和 田市 と貝 塚市 に

またが る南北600m、 東 西550mが 遺跡 の範 囲であ る。

従来 の発掘調 査で は弥生 時代 後期か ら古墳 時代初 頭 の遺構が 中心 で溝跡 、流路跡等 を検 出 して

い る。集落 の中心 は岸 和 田市側 にあ ると考え られ、平成8年 度 には集落域 の南を限 ると考 え られ

る溝跡を検 出 してい る。

1999-61区 の調査

本調 査を実施 したのは貝塚市久保509-3の 一部で あ る。

開発 予定地105.58㎡ に対 して、 申請 建物部分 につ いて トレンチ1(6。8㎡)、 トレンチ2(4㎡)

の調査 区を設定 した。

各調査 区の基本層序 は以下の とお りであ る。

トレンチ1は 第1層:盛 土 、撹乱(層 厚0.5m)、 第2層:に ぶ い黄橙色土(層 厚0.3m)、 第3

層:灰 黄色粘質 土(層 厚0.2m)、 第4層:灰 黄褐色土(層 厚0.1m)、 第5層:灰 色粗 砂(層 厚

0.2m)=溝 埋土 、第6層:褐 灰 色粘土(層 厚0.3m)、 第7層:褐 灰 色粗砂、粘土 混 じり(層 厚

0.4m)、 第8層:褐 灰 色砂質土(層 厚0.2m)、 第9層:に ぶ い黄色 シル ト(層 厚0 .2m)、 第10

層:黄 灰色粘土(層 厚0.1m)、 第11層:灰 オ リー ブ色 シル ト(層 厚0.3m)、 第12層:黄 褐色砂

礫(地 山)で あ る。

トレンチ2は 第1層:盛 土、撹乱(層 厚0.3～0.4m)、 第2層:灰 黄色 土(層 厚0.2m)、 第3

層:灰 黄褐色土(層 厚0.2m)、 第4層:灰 黄褐色 粘質土(層 厚0.2m)、 第5層:褐 灰色砂 質土

(層厚0.15m)、 第6層:灰 白色微砂(層 厚0.04m)、 第7層:黄 灰色粗 砂(層 厚0.2m)=溝

か、第8層:褐 灰色粘土(層 厚0.3m)、 第9層:灰 黄色粗 砂(層 厚0.15m)、 第10層:黄 灰 色

粗 砂(層 厚0.3m)、 第11層:黄 褐色砂礫(地 山)で あ る。
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i盛 土

2}こ ふミ4、黄 橙 色10YR7/2土

3灰 黄 色2.5Y7/2土

4灰 黄 褐 色10YR5/2土

5灰 黄 色2.5Y6/2粘 質 土

6黄 灰 色2.5Y5/1粘 質 土

7掲 灰 色7.5Y5/1粘 質 土

8褐 灰 色2.5Y5/1粘 土

9黄 灰 色2.5Y4/1粘 土

10粘 土 混 黄 灰 色2.5Y5/1粘 質 土

11褐 灰 色10YR5/i粘 土

12褐 灰 色10YR6/1粗 砂

13灰 色5Y5/1粘 土

14灰 黄 褐 色10YR5/2粘 質 土

15褐 灰 色10YR6/1砂 質 土

16黄 灰 色2.5Y4/1粘 質 土

17黄 灰 色2.5Y5/1粘 土

is灰 色5Y6/1粘 質 土

19に ぶ い黄 色2.5Y6/3シ ル ト

20灰 白 色2.5Y7/iシ ル ト

21黄 灰 色2.5Y5/1粘 土

22灰 オ リ ー ブ 色5Y6/2シ ル ト

A
23灰 色5Y5/1粗 砂 一

24灰 色5Y6/1粗 砂

25盛 土

26盛 土

27灰 黄 色2.5Y7/2土

28灰 黄 褐 色10YR6/2粘 質 土

29灰 黄 褐 色10YR6/2土

30灰 黄 褐 色10YR6/2砂 質 土

31灰 黄 褐 色10YR6/2粘 質 土

32褐 灰 色10YR6/1砂 質 土

33灰 色5Y6/1粘 土

34灰 色5Y6/1粘 土

35灰 白色2.5Y7/1微 砂

36に ぶ い 黄 色2.5Y6/3砂

37黄 灰 色2.5Y6/i砂

38灰 黄 褐 色10YR6/2粘 土

39褐 灰 色10YR6/1粘 土

40灰 黄 褐 色10YR5/2粘 土

41褐 灰 色10YR4/1粘 土

42褐 灰 色10YR5/1粘 土

43灰 黄 色2.5Y6/2粗 砂

地 山:黄 褐 色2.5Y5/3砂 礫

T.P.=13.334mA'

図191999-61区

トレンチ1の 基本層序を大 きく分けると、第1層 は盛土 ・撹乱、第2層 は近世の耕作土、第3

層は近世の耕作土、第4層 は中世の遺物包含層'(耕 作土)、 第5層 は粗砂埋土の溝(中 世か)、

第6・7層 は流路堆積、第6層 は黒褐色の粘土の堆積であり、小型丸底壷(土 師器片)が 出土 し

たことか ら、古墳時代の流路堆積 と考え られる。第7層 は粘土 と砂(粗 砂)が 混 じった堆積であ

り、弥生土器甕底部が出土 した。第8層 は第6・7層 の粘 りのある粘土の埋土とは異な り、粘 り

のない粘質土層である。遺物が出土 した。第9層 はシル ト質堆積である。第10層 は粒子が細か く

粘 りのある粘土層。第11層 はシル ト堆積であ り、若干遺物を含むようである。第12層 は粗砂堆積

であり、 自然流路と考え られる。第12層 上部で遺物を若干含む。(木 嶋)

VI地 蔵堂廃寺

地蔵堂廃寺は近木川左岸の中位段丘上、標高22～23mを 測 る地点に位置する平安時代の寺院跡

である。南北170m、 東西220mが 遺跡の範囲である。遺跡は地蔵堂遺跡に包括され る。北東には

市域唯一の前方後円墳で国指定史跡である地蔵堂丸山古墳が存在す る。地蔵堂廃寺にっいては現

正福寺境内において金堂および塔の基壇を検出 している。また、地蔵堂丸山古墳南東の小学校敷

地内において、計4基 の埋没古墳を検出しているほか、中世の溝、掘立柱建物、土坑等 も検出 し

ている。
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1999-66区 の調査

本調査を実施 したのは貝塚市地蔵掌251の 一部である。

調査は工事計画に基づ き申請建物部分 について40㎡ の調査区を設定 した。調査地の基本層序は

第1層:解 体表土(層 厚0.05～0.1m)、 第2層:に ぶい橙色粘質土=表 土 と地山の混 じり(層 厚

0.05m)、 第3層:明 褐色粘土 と灰白色粘土地山である。調査地はすでに削平されており、解体

表土下より地山面を確認 した。地山上面で遺構検出をお こなったが、遺構、遺物は確認できなか

った。(木 嶋)

図201999-66区

W名 越 遺 跡

名越 遺跡 は近木川 右岸の 中位段 丘上、標 高38～44mを 測 る地点 に位 置 し、南北700m、 東 西800

mが 遺 跡の範 囲で あ る。遺跡北 西部で清児 遺跡 と接 して いる。遺跡 内 は一部住宅地 とな って いる

が 、大 部分が 市街 化調整区域 で現在 も田畑 が広が る。発掘調査 で は中世の耕作土、溝跡等 を検 出

してい る。

2000-12区 の調 査

本調査 を実施 した のは貝塚 市清児358-5、358-1で ある。

調査 は建設 予定部分 中央 に南北1.5m、 東西6mの 調査 区を設 定 して行 った。

調査 区内に は層厚1.2～1.3mの 盛土(第1層)の 下 に、層厚0.15～0.2mの 褐灰色 粘質土 の耕

作土(第2層)が 堆積 していた。土 師器細片 が出土 し、 中世 ～近世 の層 と考 え られ る。調査地 に

現代耕土 は存在 しない。盛 土の際 に除去 されたのだ ろ う。地山 は明黄褐色粘質土 で現地表面 よ り

約1.4mで 検 出 した。

地 山面 にて溝1条(SD-1、SD-2)、 鋤溝1条(SD-3)、 土坑1基(SK-4)を

検 出 した。SD-1、SD-2は 本来、 同 じ溝で あ った と考え られ る。検 出幅0.3～0.6m、 検 出
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路

A A'

T.P.=41.276m

1

図212000-12区

長5mを 測 る東 西方 向の浅い溝で ある。 南側 肩部 のみ検 出 した。深 さは0.02～0.1mで 、底部 は

凹 凸があ る。上 層の耕作 によ り、上面 は削平を受 けた もの と考え られ る。遺物 は土 師器、須恵 器

杯が 出土 した。SK-4は 幅0.4m、 検 出長0.9m、 深 さは0.05～0.1mを 測 る。遺 物 は土 師器 、

須恵 器甕が 出土 した。SD-1、SD-2、SK-4の 埋土 は暗紫 灰色粘質土で あ る。時期 は奈

良 時代で あ る。SD-3は 幅0.1m、 長 さ0.7mを 測 る南北方 向の溝 であ る。埋土 は第2層 で、上

層 の耕作 に伴 う耕作跡で あ る。(上 野)

2000-22区 の調 査

本 調査 を実施 した のは貝塚 市名越207-2で あ る。

調 査 は調査地 北側 に、東 西方 向、1.5×6mの 調査 区を設 定 し実施 した。

調 査区 内には7層 の土層 が堆積 して いた。上か ら順 に盛土(第1層 、層厚0.4～0.55m)、 現代

耕土(第2層 、層厚0.1～0.15m)、 灰 色 シル ト(第3層 、層厚0.05～0.1m)、 灰 色細砂混 シル ト

(第4層 、層厚0.1～0.2m)、 紫灰色砂礫 混粘質土(第5層 、層厚0.15～0.2m)、 紫灰色 粘質土

(第6層 、層厚0.15～0.2m)、 灰色極細砂 ～ シル ト(第7層 、層厚0.05～0.1m)で ある。 地山 は

黄色 粘土 で、 現地表面 よ り約1.2mで 検 出 した。

各 層 はすべ て水平堆積 であ る。第3、4、7層 は耕 作土で あ る。 第3、4層 は色、酸化 の度合

い等 か ら分層 したが、 同一層 と考え られ る。第5、6層 は土質等 か ら耕作土 とは考え に くく、か

さ上 げ等 の整地 土 と考 え られ る。 また土質 の違 いで2層 に分層 したが、第5、6層 の境界 は不 明

瞭で 、お そ ら く時期差 はな く同一 時期 によ る整地土 の違 いと考 え られ る。

遺 物 は第3層 よ り焼土塊 、第4層 よ り土 師器、第6層 か ら瓦器 、土 師器 が出土 した。 各層の 時
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道 水1
:盛 土

2、 灰色酊3/。土 路 路

3:灰 色5Y5/正 シル ト

4:灰 色5Y6/1細 砂混 シル ト

5:紫 灰色5P5/1砂 礫混粘 質土

6:紫 灰色5P5/1粘 質土

7:灰 色N6/0極 細砂～ シル ト

地 山:明 黄 褐色10YR6/4粘 土

A

S=正/80

AA・

匠〔 コ」
調査区

4

S=1/400

A

T.P.=43.416m

図222000-22区

期は第3、4層 が中世～近世、第5、6層 が中世、第7層 が中世 もしくはそれ以前 と考え られる。

地山上面では踏み込み痕等は認め られ るものの、明確な遺構は認められなかった。

以上の ことか ら、調査区では第7層 の耕作後、中世の段階で土地のかさ上げを行 っていること

が判明 した。か さ上げの理由にっいては不明だが、調査区北側の99-1次 調査で流路が発見されて

いることか ら、その影響を受けたものと思われる。その後、再び耕作が行われ、現在まで耕作地

となっていた。(上 野)

VIQ清 児 遺 跡

清児遺跡は近木川右岸の中位段丘上、標高32～38mを 測る地点に位置 し、南北700m、 東西870

mが 遺跡の範囲である。遺跡南部で名越遺跡北西部と接 している。遺跡内は一部住宅地 となって

いるが、大部分が市街化調整区域 となってお り、現在 も田畑が広が っている。

発掘調査では昭和62年 度に府道貝塚中央線布設に伴 う(財)大阪府埋蔵文化財協会(当 時)が 実施

した調査で奈良～平安時代の掘立柱建物を検出 している。また、中世耕作跡、溝跡等は遺跡全域

に広が っている。

2000-47区 の調査

本調査を実施 したのは貝塚市麻生中750-1で ある。

浄化槽部分に調査区を設定 した。地層の状況は0.85mの 盛土、耕作土(0.2m)の 下は遺物包

含層である灰褐色土(0.15m)、 淡緑灰色土(0.15m)で ある。地山(自 然層)は 暗灰褐色土で

ある。遺物は弥生時代の石鏃1点 が淡緑灰色土か ら出土 している。遺物包含層を確認 したが、含
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1:盛 土

2:盛 土

3:盛 土

4:盛 土

5:現 代耕作 土

6:灰 褐色 土

7:淡 緑灰 色土

地 山:暗 灰 褐色土

図232000-4了 区

まれる遺物 は希薄であった。遺構は存在する可能性があるが、調査面積が狭 く確認できなかった。

調査の結果、開発地には遺物包含層が存在 し、遺構が存在する可能性 もある。 しか し、包含層

及び遺構面が破壊 される部分は今回確認調査を行 った浄化槽部分のみであった。(三 浦)

IXま と め

平成12年 は8遺 跡18地 点の調査を行ったが、いずれ も従来の調査成果を覆すものではない。

貝塚寺内町遺跡では大まかに復元されつつある寺内の様相を裏付けた。また、ほとん どの調査

区において土間を確認 し、その中で宅地 と庭地部分が推定できる地点があった。今後はこれ らの

成果を精緻に分析 し、街路 と宅地の関係等を考えて行 く必要がある。

沢城跡、澱池遺跡は近世以降の土取 り等の影響で遺構を確認できたものは少ない。 しか し耕作

土や遺物包含層を確認 したため、中世の沢村を考える上で今後 も調査を続ける必要があるだろう。

土生遺跡では弥生～古墳時代の流路跡を確認 した。周辺の調査では同時代の流路跡、溝跡が存

在 し、津田川を背景に して北西側の微高地に広が る集落が想定できる。時に流れを変え る津田川

は集落に度々被害をもた らしただろうが、同時に豊かな実 りをもた らす場合 もあったであろう。

名越遺跡、清児遺跡では中世に大規模な開発を行い、耕地化 した様子が確認できた。また、奈

良時代の遺構を検出 し、同時期の建物跡、溝跡を検出している周辺の調査例と合わせて、集落の

存在が考え られ る。

一方、沢新開遺跡、地蔵堂遺跡では遺構を確認できなかった。 これ らは河川の影響や土地の削

平が原因 と考え られる。

最後 にこの報告書を作成するにあたり、尾越明美、西出安芸子、薮 知子、大鹿倫子、田中明

美、義久幸子諸氏の参加、協力を得た。記 して感謝 します。(上 野)
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ふ り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

北 緯 東 経 調査 期間
調査面積

2m 調査原因市町村
遺跡

番号
かいつかじないちょう

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいつかし なか

大阪府貝塚市中
27208 22

34度

27分

135度

21分

2000

0214^15
4.2 個人住宅

かいっかじないちょっ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっか し

大阪府貝塚市
みなみまち

南町

27208 22
34度

27分

135度

21分

2000

0417^-18
10.95 個人住宅

か いっか じないちょっ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市
きたまち

北町
27208 22

34度

27分

135度

21分

2000

0612^-13
17 個人住宅

かいっか じな いち ょっ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市

第
27208 20

34度

27分

135度

21分

200a

O612^13
11.25 個人住宅

かいっかじないちょフ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市

第
27208 22

34度

27分

135度

21分

2000

1012^-13
7.2 個人住宅

かいっか じないち ょっ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっか し

大阪府貝塚市
みなみまち

南町

27208 20
34度

27分

135度

21分

2000

1020～21
1.6 個人住宅

かいっか じな いちょっ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市
みなみまち

南町

27208 22
34度

27分

135度

21分

2000

1124^-25
59.5 個人住宅

かいっか じないち ょっ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市
にしまち

西町

27208 22
34度

27分

135度

21分

2000

1213～14
13.5 個人住宅

か いっか じないち ょっ

貝塚寺内町
い せき

遺跡

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市
にしまち

西町

27208 22
34度

27分

135度

21分

2000

1214～15
6.6 個人住宅

さわじょうあと

沢城跡

おおさかふ かいっか し さわ

大阪府貝塚市沢
27208 24

34度

26分

135度

21分

2000

0301.02
3 個人住宅

さわじょうあと

沢城跡

おおさかふ かいっか し

大阪府貝塚市
うらだ

浦田

27208 24
34度

26分

135度

21分

2000

0725^26
23 個人住宅

さわしんかい いせき

沢新開遺跡
おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市

演
27208 89

34度

26分

135度

21分

2000

0419^-20
4.2 個人住宅

ととのいけいせき

澱池遺跡
おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市

羨
27208 34

34度

26分

135度

21分

2000

0619^-20
18 個人住宅
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

北 緯 東 経 調 査 期間
調査面積

2
m
調査原因

市町村
遺跡

番号

は ぶ い せき

土生遺跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
く ぼ

久保

27208 61
34度

27分

135度

23分

2000

0120^-21
10.8 個人住宅

じ ぞうどうはいじ

地蔵堂廃寺

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市
じ ぞうどう

地蔵堂

27208 8
34度

25分

135度

21分

2000

0208-09
40 個人住宅

なごせ い せき

名越遺跡

おおさかふ かいっかし

大阪府貝塚市
せちこ

清児

27208 71
34度

25分

135度

23分

2000

0511^-12
9 個人住宅

なごせ い せき

名越遺跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
なごせ

名越

27208 71
34度

25分

135度

23分

2000

0705^-06
9 個人住宅

せちこ い せき

清児遺跡

おおさかふ かいつかし

大阪府貝塚市
あそう なか

麻生中

27208 36
34度

25分

135度

21分

2000

1212^-13
3.75 個人住宅

ふ り が な

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な遺 構 主 な 遺 物 特記事項

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層、土間
陶磁器、瓦、
土師質土器

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層、土間
陶磁 器、土師器、

瓦

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層、土間

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 土坑、井戸
陶磁器、 瓦、銭 貨、

椀形宰

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 土坑 土師質土器

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層、土間 陶磁器、瓦

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層、土間 陶磁器、銭貨

かいつかじないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層、土間 陶磁器、 瓦、漆 喰

かいつか じないちょういせき

貝塚寺内町遺跡 城郭寺院跡 近世 整地層、土間 陶磁器、瓦

さわじょうあと

沢城跡
城跡

集落跡
中 世

さわじょうあと

沢城跡
城跡

集落跡
中 世 溝、土坑 瓦 器、土 師器 、瓦

さわしんかいいせき

沢新開遺跡 集落跡 近 世

とどのいけいせき

澱池遺跡 集落跡 中 世 鋤溝、土坑
瓦器、土師器、

磁器
は ぶ い せき

土生遺跡 集落跡 弥生、古墳 流路跡 弥生土器、土師器

じぞうどう はいじ

地蔵堂廃寺 社寺跡 平安

なごせ い せき

名越遺跡 散布地 中世 溝 、土 坑、鋤溝 土師器、須恵器

なごせ い せき

名越遺跡 散布地 中世
瓦器、土師器、

焼土
せちこ い せき

清児遺跡 散布地 奈良～平安 石鏃
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貝

塚

寺

内

町

遺

跡

(
2
0

0
0

1
17
区
)

1.調 査 区全 景 北 東 よ り

2.SX-2(井 戸)南 東 よ り
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貝

塚

寺

内

町

遺

跡

(
2
0
0

0

1
31
区
)

1.調 査 区全景 南 西 よ り

2.北 西側 断面 南よ り
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貝

塚

寺

内

町

遺

跡

(
2
0

0
0

1
46
区
)

1.調 査 区全景 北西 よ り

2.北 東 側断面 西 よ り
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澱

池

遺

跡

(
2
0
0

0

1
20

区
)

1.第1区 全 景 北 西 よ り

2.第1区 南西側 断面 西 よ1可
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澱

池

遺

跡

(
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0
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1
20
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)

1.第2区 全 景 南 西 よ り

2.第2区 北東 側 断面 東 よ り
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土

生

遺

跡

(
2
0

0
0

-
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)

1.ト レ ンチ1全 景 南 西 よ り

2.流 路 部分 断面 南東 よ り
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土

生

遺

跡

(
2
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0

0

1

61

区

)

1.ト レ ン チ2全 景 北 西 よ り

2.遺 物 出土状況 南西 よ り
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(
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1.調 査 区全景 南西 よ り

2.南 東側 断面 西 よ り
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